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              乳 癌 ノ 統 計 的觀 察

                    岡山醫科大學津田外科教室(主 任津田教授)

                      助手醫學 士 佐 藤 次 文

                              [昭 和12年12月18日 受 稿]

                Aus der Chirurgischen Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama.

                            (Vorstand: Prof. Dr. S. Tsuda)

                   Reitrag zur Statistik des Mammakarzinom.

                                      Von

                               Dr. Tugufumi Sato.

                          Eingegangen am 18. Dezember 1937.

     Neuerdings machten wir eine statistische Zusammenstellung der in der Klinik des
 Herrn Prof. Dr. Tusda beobachteten 55 Falle von Mammakarzinome, die wahrend der

10 Jahre von 1927 bis 1936 meistens histologisch, oder klinisch diagnostiert wurden.

     1. Lebensalter. Der Mammakrebs tritt am starksten im funften Jahrzehnt auf

(49,1%); an zweiter Stelle im sechsten Jahrzehnt (23,6%). Im dritten Jahrzehnt litt

 nur eine 28 jahrige Frau daran.

     2 Seite. Die Zahl von Mammakarzinome der rechten Seite steht im gleichen
Verhaltnis zur linken Seite. Beiderseitigen Mammakrebs konnten wir in einem einzigen

Fall feststellen.

     3. Geburt. Jeder Fall von Mammakarzinome betrifft nur die Ehefrau, davon

 befindet es sich zu 27,1% Nullipara und zu 18,2% Unipara.

     4. Laktation und Hereditat. Die Kranken haben in 67% die Erfahrung der
Laktation, und in 14,5% die hereditare Belastung des Krebses.

     5. Menses. Was die Menstruation betrifft, so haben die Kranken zu 56,3% die
regelmassige Menstruation und zu 43,7% Menopause.

     6. Bezuglich des Intervals von Auffindung des Tumors bis zur Operation wurden

 51% innerhalb eines Jahres festgestellt.
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    7. Lokaler Befund des Tumors.

      a) Lokalisation des Tumors. Der Tumor am haufigsten im lateraloberen

Quadrant (40%), zweitens im medialoberen Quadrant (20%).

      b) Grosse. Es handelt sich palpatorisch um huhnereigrosse Tumoren, die wir
in grossester Anzahl fanden, d.h. zu 33%.

     c) Die Tumoren siut schon zu 65,4% mit der Haut, zu 29% mit der Unterlage
verwachsen und zu 9% geschwurig durchbrochen.

     b) Der Blutausfluss aus der Mammilla wurde in 3 Fallen festgestellt.

    8. Wir teilten die Mammakarzinome pathologisch-histologisch folgendermassen auf.

     a) Das Carc. simplex von niederer Gewebsreife macht 70,1% aus; unter
diesem befindet sich eigentliches Carc. simplex zu 42,5% und bindegewebreiches Carc.

scirrhosum zu 10,6%, diffus infiltrierendes Carc. diffusum zu 12,8% und grossalveolares

Karzinom s. Carc. medullare zu 4.3%.

     b) Das Adenokarzinom macht 19,2% aus.

     c) Der Gallertkrebs findet sich zu 4,.% und Basalzelleukrebs zu 2,1%.

     d) Der Milchgaugskrebs, der intracanaliculare Epithelwucherung und infil-
trierendes Wachstum nach dem interstitiellen Bindegewebe der Druse bezeichnet,

macht 4,3% aus.

    9. Prognose. Bezuglich der Dauerheilung uber 3 Jahre besteht der Unterschied
zwischen Zwei Verhaltnissen, der eine hat die Antwortzahl der Kranken und der

andere die ganze Zahl der Krankeu als Gegenstaud.

   Der erste weisst eine Dauerheilung von 54,5% und der letzte eine Solche von
37,5% auf. (Autoreferat)

       内 容 目 次

I. 緒 言

II. 臨牀的事項

 1. 乳癌 ノ頻度,男 女ノ別

 2. 乳痛發 生年齡

 3. 左右ノ別

 4. 家族歴

  イ. 結婚及ビ産兒 ノ關係

  ロ. 哺乳 ノ關係

  ハ. 遺傳的關係

 5. 既往症

  イ. 月 經

   ロ. 外 傷

   ハ. 炎症的疾患

   ニ. 良性腫瘍及ビ嚢腫 トノ關係

 6. 腫瘍發見時ヨリ手術マデノ期間

 7. 局所症状

  イ. 乳房ニ於ケル腫瘍ノ位置

   ロ. 腫瘍 ノ大イサ

  ハ. 疼痛及ビ不快感

  ニ. 皮膚及ビ下層 トノ癒着及ビ發赤潰瘍ノ

    有無

  ホ. 病的排泄物,嚢 腫,出 血竈ノ有無

III. 組織的所見及ビ其ノ特異性
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IV. 乳癌 ト轉移

  イ. 乳癌進行ノ道程及ビ要約ニ關スル一般論

  ロ. 乳腺内進行

  ハ. 近隣淋巴腺内進行

  ニ. 一般器官内進行

 V. 乳癌 ノ一般病理

 VI. 乳癌 ノ手術後遠隔成績

  イ. 術後疼痛,運 動障碍ノ有無

  ロ. 年齡 ト豫後 トノ關係及ビ永久治癒率

  ハ. 光線療法ト豫後 トノ關係

VII. 治 療

VIII. 總 括

    主要文獻

        I. 緒 言

 從來乳癌ニ 關 スル統計ハ諸家ニ ヨリ報告セ

ラ レタ リ.而 シテ其 ノ最モ解決ニ苦 ミ,最 モ

異論 ノ多 キ トコロハ乳癌ノ組織的所見ニ 就テ

ナリ.蓋 シ乳癌 ノ組織的所見ハ同一標本ニ就

テモ甚 シケ多岐多樣ニ 亙 リ,或 ハ腺腔ニ富メ

ル部 アリ,結 締織ニ 富 メル所 アリ,或ハ 實質

ニ富 メル部 ア リテ諸家 ノ重點何 レノ部分ニア

ルカニヨリテ其 ノ所見ニ關 シテ考察ヲ異 ニス

ルモ ノナ リ.

 昭和2年1月 ヨリ昭和11年12月ニ 至 ル過

去10箇 年 間 津田外科教室ニ 於テ 乳癌 ノ診斷

ノ下 ニ乳房切斷 手術又ハ「レントゲ ン」照射 ヲ

受ケ タル者60例 ノ中組織的所見 及ビ 其 ノ他

ノ所見ニヨ リ乳癌 ト決定セルモノ53例 ア リ.

7例 ハ即 チ誤診 ニシテ,中5例 ハ乳腺纎 維腺

腫 ニシテ2例 ハ慢性炎症性疾患ナリ.尚 ホ炎

症性疾患及 ビ乳腺纎維腺腫ト 診斷 サ レ手術ナ

シ,摘 出標 本ニ就 キ組織的ニ 乳癌 ト決定 ヒ

ルモノ 各々1例 ア リ.即 チ乳癌 ハ合計55例

ヲ算セ リ.

 由來癌腫 ノ診斷 ハ初期ニ 於テ其 ノ診斷 ハ極

メテ困難 ナルモノニ シテ乳癌 モ亦コ ノ例ニ モ

レズ.然 ルニ手術成績 ヲ良好 ナラシムルニハ

初期診斷 ノ必要ナルハ論ヲ俟 タズ.コヽニ 於

テ誤診 ノ起 ルハム シロ免 レザル トコロナルベ

シ.試ニ 諸家 ノ誤診例ニ 就テ述ブ レバ第1表

ノ如 シ.

       第1表

以 下55例 ノ乳 癌 患 者ニ 就 テ 臨 牀 的 所 見 及

ビ組 織 的所 見 等ニ 就 テ論 及 セ ン ト欲 ス.

      II. 臨 牀 的 事 項

  1. 乳癌 ノ頻 度

 乳線 腫瘍 ノ中ニ テ最 モ多數 ヲ占 ムル モ ノハ乳癌

ナル コ トハ周 ク人 ノ知 レル 所 ニ シ テ 諸家 ノ統計

80%-90%ヲ 占ム.津 田 外科教室 過去10箇 年 ニ

於 ケル 乳腺腫 瘍 ハ67例ニ シテ中55例(82.1%)ハ

乳癌,12例(17.9%)ハ 良性 腫瘍 ナ リ.諸 家 ノ統計

ヲ參 照 スル ニ第2表 ノ如 シ.

 然 レ ドモ之等 ノ統 計ハ 必シ モ惡 性 及 ビ良性腫 瘍

ノ實數 ノ比 ヲ物 語ル モ ノニ非 ズ.何 トナ レバ人 情

ノ常 トシテ良性 腫瘍 ノ如 キ長年ニ 渡リ 著 シ ク増大

セザ ル モ ノハ放 置サ レ易 ク,且 又良 性腫 瘍剔 出術

ハ乳房 切斷 術ニ 比 シ簡單 ナル 手術 ナル ニ ヨ リ大學

 

病 院 ヨ リム シロ私 立病院ニ 於 テ多 ク手 術 ヲ受 クル

モ ノ ト思考 サル ル ガ故ニ良性腫 瘍 ハ實數 ハ ヨ リ多
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數ニ上ルモノト推測サルルベシ.

    第2表

 比較的 最近 ノ乳癌 統 計 ヲ見 ル ニハMac. Far-

landハ 乳 腺腫瘍 ノ69%,Erdmannハ60%,Blood-

goodハ50%ニ 乳癌 ヲ見ル ト云 ヒ即 チ比 較 的減 少

値 ヲ報 告 セル ハ蓋 シ コ ノ消 息 ヲ物語 ル モ ノ ナ ラ

ン.

 次ニ 男 子乳線ニ 生 ズル腫 瘍 ノ中 ニ於 テモ亦大 多

數 ヲ占ムル ハ癌 腫 ニニシ テSchuchhardtハ272

例 ノ男子乳 腺腫瘍 ノ中247例 ノ乳腺癌 腫 ヲ報告 セ

リ.

 其 ノ他多 クノ人 ノ屍體解 剖 ノ結 果 ニ ヨレバ男 子

乳腺癌腫 ハ全 乳腺腫 瘍 ノ0.1-1.0%ノ 割 合ナ リ ト

イ フ.横 山民 ノ統計 ニ ヨレバ 女子 乳癌 ノ2.8%ニ

於 テ男 子乳 癌 ヲ報 告セ リ.津 田 外科教室 ニ於テ ハ

總 テ女 性 ナ リキ.

  2. 乳 癌發 生年齡

 55例 ノ乳 癌愚 者 ヲ年齡 別ニ 分 類 スルニ 第3表

ノ如 シ.

        第3表

 表ニ 示 ス如 ク大 多數 ヲ占 ムル ハ40年 ヨ リ60年

ニ至ル 年 齡ニシ テ 全體 ノ72 .7%ヲ 占ム.20歳 代

ニ於 テ發生 スル 乳癌 ハ甚 ダ稀ニ 見 ラルル モ ノニシ

テSimpsonf1400例 ノ乳癌 患者 ノ 中25歳 以 下

ニ於 テ僅ニ1例 ヲ報 告 スル ニ過 ギザ ル コ トヲ見ル

モ如 何ニ 僅 少 ナル カ ヲ知リ 得ベ シ.私 ノ1例 ハ28

歳 ノ既婚 婦 ナ リ.

 次ニ 乳癌 患 者 ノ平均 年 齡 ヲ調ベ タル ニ私 ノ場 合

ニ於 テハ50.9歳 トナ リタ リ.諸 家 ノ統 計 ハ第4表

ニ示 ス如 ク略 ボ48歳 ヨ リ53歳 ハ間ニ アル ヲ知 リ

得ベ シ.

       第4表

  3. 左右 ノ別

 55例 ノ中 左 右同數 ニシ テ各27例,兩 側 乳癌 ハ

1例 ナ リキ.

 諸 家 ノ統 計 ヲ參 照 スル ニ第5表ニ 示 ス如 ク頻 度 

相半 セ リ.思フニ 左右何 レ ニ於 テ モ特ニ 素 因 ア リ

トハ思考 サ レ ズ.

        第5表

 次ニ興味 アル ハ兩 側性 乳癌 ニシ テ諸 家 ノ統計 少

キハ1%ヨ リ多 キハSimpsohノ10%-12%ニ 至

ル.我 ガ教 室 ニ於 テハ1例 ナ リキ.コ ノ1例 ノ兩

側 性乳 癌 ニ於 テ右側腫 瘍 ハ大 人拳 大,左 側腫瘍 ハ
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鶏卵大ナル トコロヲ以テ考フレバ最初右側ニ發生

セルモノナラン.兩 者ハ組織的所見モ略ボ同樣ニ

シテ單純癌(Carzinoma simplex)ノ像 ヲ呈セル

ヲ以テ左側腫瘍ハ轉移 ト考フベキカ.然 レドモ兩

側性乳癌ノ相關性乃至獨立性ニ就テハ未ダ確然タ

ル論據ヲ有セザルモノナリ.

 現今ニ於テハ兩側乳腺ノ間ニ淋巴系聯絡ヲ有ス

ルコトニヨリ,轉 移的發生ヲ信ズル人多 キガ如

シ.

  4. 家 族 歴

 イ. 結婚及ビ産兒 ノ關係

 私 ノ例ニ於テハ總テ既婚婦ニシテ,其 ノ産兒數

ヲ見ルニ第6表ニ 示ス如ク未産婦最モ多 クシテ

15例 ナ リ.次 デ多キハ少數産兒ヲ有スル者ナリ.

        第6表

 コレヲ以 テ見ルニ,有産 婦 ヨ リ無産 婦ニ 於 テ ヨ

リ多 ク,又 多數 有 産婦 ヨ リ少數 有産婦ニ 於 テ ヨ リ

多 ク乳癌 ニ罹 患 スル ガ如 シ.Weinberg, Gastpar

等 ハ乳癌罹 患 率ニ 就 テ次 ノ如 ク述ベ タ リ.即 チ未

婚婦 →無 産婦 →少數 有産婦 →多數 有産 婦 ノ順序 ニ

減 少 スル モ ノナ リ トイ フ.コ コ ニ未婚 婦ニ 於 テ最
 

モ多 キハ 不可思議 ノ如 ク 思 ハル レ ドモ40歳 以 上

ノ婦 人ニ 於 ケル統計 ハDikkarainen等ニヨ レバ,

未婚 婦ニ 多 キコ トトナ レ リ.但 シ30歳 以 前ニ 於

テハ 既婚婦ニ 多 シ トイフ.然 レ ドモDietrich等 ハ

有産婦ニ 於 テ未産婦 ヨ リ多 ク乳癌ニ罹患 スル トイ

フ.抑 モ罹患數 ヲ比 較 スル ニハ健 康 ナル有 産婦 ト

未産 婦 ノ割合 ヲ比較 シ,其 ノ比 率 ニ ヨ リテ兩 者 乳

癌罹患數 ノ頻 度 ヲ決定 セザルベ カ ラズ.カ カル見

地 ヨ リス レバ有産 婦 ヨ リ未産 婦 ニヨ リ多 キ結 果 ト

ナル ニ非 ズヤ ト思 考 ス.而 シ テ上記 私 ノ場 合ニ 於

テ モ コ ノ事實 ヲ裏 書 スル モ ノナ リ.

 然 レ ドモ乳腺 ト多 少 ノ關係 ヲ有 スル ト思 考 セ ラ

ルル 子 宮ニ於 ケル頸 部癌 ノ發 生率 ハ全 ク前 者 ト異

リテ大多數 ハ經 産婦 ニシ テ3囘 以 上 ノ多産 婦比 較

的 多 シ トハ諸家統 計 ノ齊 シ ク一致 ス ル トコ ロ ナ

リ.而 シテ乳癌 ト子 宮癌 トノ以上 ノ關係 ガ如何 ナ

ル理 由 ニ ヨル モ ノナ リヤ ハ未 ダ知 ルベ カラ ズ.尚

ホ今後 ノ研 究ニ俟 ツモ ノナ リ.

 ロ. 哺 乳ノ關係

 55例中37例(67%)ハ 哺 乳 ノ經 驗 ヲ存 スFin-

stererハ41%,V. Bergmannハ74.2%, Haering

ハ66%,Dietrichハ74%ニ 於 テ 哺乳率 ヲ報告 セ

リ.然 ル ニ經産 婦 ノ大 多數 ハ哺乳 ノ經 驗 ヲ有 スル

ガ故ニ 上記 ノ哺 乳率 ハ哺 乳 ト乳癌 發生 トノ關係 ア

リトスル論據 ヲ有 セザル ナ リ.蓋 シ兩 者 ノ關係 ハ

殆 ド存 セザル モ ノ ト思考 シテ誤 ナ カル ベ シ.

 ハ. 遺傳 的關 係

 癌ニ 遺傳 關係 ア リ トハ一 般 ニ信 ズル所 ナル モ其

ノ頻 度 ハ發 生臟 器 ノ異 ナル ニ從 ヒテ一樣 ナ ラズ,

即 チ胃癌 ノ遺傳 頻 度 ハ平均9.23%(歐 洲),子 宮癌

ノ遺傳 頻度 ハ平均約11.43%ナ リ ト云 ハル.私 ハ

55例 ノ中8例(14.5%)ニ 於 テ遺傳的 關係 ヲ認 メタ

リ.諸 家 ノ 統 計 ヲ見 ルニWiniwarterハ6%,

Hornerハ17.09%,Gulekeハ16.5%,横山 ハ10.7

%ヲ 報告 セ リ.以上 ノ平均 ヲ見ル-12.96%ニ シ

テ 胃癌,子 宮癌ニ 比 シテ稍 々高率 ナ リ.

  5. 既往 症

 イ. 月 經

 月經 ノ正 調 ナル モ ノ31例(56.3%),月 經 既ニ 閉

止 セル 者24例(43.7%)ナ リ.Hornerハ 性 生活 期

ヲ次3期ニ 分チ タ リ,即 チ

 1期-1歳 ヨ リ17歳 マ デ
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 2期-18歳 ヨ リ47歳マ デ

 3期-48歳 ヨ リ52歳マ デナ リ トス.

之ニ 則 リ私 ハ55例 ヲ區 分 スル ニ,第7表 ニ 示

ス如 ク第2期 及 ビ閉 止期 ニ多 キ コ トヲ知 レ リ.

       第7表

 ロ. 外 傷

 外傷 ニ關 シテ ハ總 テ患 者 ノ訴 ヲ基礎 トナ スガ故

ニ果 シテ眞 ニ乳 房 ニ外傷 ヲ受 ケシヤ,將 又 一度 ノ

ミナ リシヤ,數 度 ナ リシャハ遽ニ判 ズベ カ ラズ.

故ニWiliam(44.6%), Sprengel(37.9%), Gebele

(37.9%)ノ 如 ク高率ニ 於 テ外傷關 係 ヲ報 告 セル 人.

アル モ,又Guleke(7.3%), Oldekop, Winiwarter,

Schmidt(3-7%)ノ 如 ク低率 ヲ報 告セ ル 人 ア リ

テ大 ナル懸 隔 ヲ生ゼ シモ ノ敢 テ怪 シム ニ足 ラズ.

私 ノ例ニ 於 テ ハ明 カニ乳房 打撲 ノ既往 症 ヲ有 スル

モ僅ニ1例ニ 過 ギザ リキ.

 ハ. 炎症 的 疾患

 現 今ニ 於 テ ハ乳腺 炎 トノ關 係 ヲ重視 ス ル人 少

シ.乳 腺炎 ハ概 ネ既婚 婦特ニ 有 産婦ニ 惹 起 スル コ

ト多 キモ ノナ リ.然 ル ニ既 述 セル如 ク乳 癌 ハ比 較

的 結婚 セザ ル 人ニ 多 シ トイ フ説ヨ リ考フ レバ自 ラ

肯 定 サル ル ベ シ.Johnsonニ ヨレバ444例 ノ患者

中14例ニ 於 テ乳 腺 炎ニ 罹 患 セル者 ア リ.而 シテ

コ ノ14例 中1例 ハ乳腺 炎後 ノ瘢痕 上 ニ,2例 ハ其

ノ近 邊ニ 生 ジタ リ.コ レニ反 シ11例 ハ全 ク健 康

ナル 乳房 部ニ 生 ジタ リトイ フ.以 テ乳 腺 炎 トノ關

係ニ 就 テ推察 スル ニ難 カ ラザ ルベ シ.

 ニ. 良性 腫瘍 及 ビ嚢 腫(Zystenmamma)ト ノ

   關係

 良性 腫瘍 ト乳癌 トノ關係 ハ古 クヨ ク諭 ジラ レ,

 特 ニ問 題 トナ リタル ハ繊維 腺 腫 及ビ 乳嘴 腫 トノ關

 係 ナ リ.55例 ノ中 乳房ニ 腫 瘍ノ 存在 ヲ知 リテ手 術

 マデ4年 以上 放 置 セル モ ノ5例 ア リ.而 シテ5例

 ハ總 テ4年 以上 大 イサ略 ボ同樣 ナ リシ モ ノガ1年

 以 内 ノ間ニ 俄ニ増 大 スル ニ驚キ テ手術 ヲ乞 ヒシモ

 ノナ リ.腫 瘍 ノ存在 時期餘 リニ長 キコ トヨ リ考 フ

 レバ最 初ニ 存在 セ シ腫瘍 ハ 乳癌 ナラ ズ シ テ良性腫

 瘍 ナ リシモ ノガ後 乳癌ニ 變 ジタ リ ト思考 スルモ 不

 可 ナ カルベ シ.然 レ ドモ以 上 ハ患 者 ノ訴 ヲ基礎 ト

 シテ推斷 セル モ ノニシテ,最 初ニ 存 在 セ シ腫瘍 ガ

 上皮 性腫瘍 ナ リシヤ,又 ハ嚢腫 ノ如キ モ ノナ リシ

 ヤ ハ遽ニ斷 ズベ カラズ.更ニ又 良 性腫 瘍 又 ハ嚢腫

 ヨ リ乳癌 ガ續 發 セル モ ノナ リヤ,又 ハ良 性 腫瘍 ト

 並 ンデ新 シ ク乳癌 ヲ生 ゼ シモ ノナ リヤ モ速斷 スベ

 カ ラズ.

  今 日ニ 於 テ ハ單純 ナル繊 維腺 腫 ヨ リ乳癌 ヲ發 生

 スル コ トハ極 メテ稀 ニ シテ,ム シ ロ管 内性 乳嘴 腫

 (intracanaliculares Papillom)及 ビ嚢腫(Zysten-

 mamma)ヨ リ生 ズル コ トガ一 般ニ 肯 定 サルル 如

 シ.

   6. 腫瘍發見時期ヨ リ手術ニ至ルマデノ期間

  第8表ニ 示ス如ク約本數ハ腫瘍ヲ發見シテヨリ

 1年 以内ニ來院セリ.而 シテ尚ホ多數 ノ者ガ1年

 以上モ放置セルハ癌 ノ初期手術ノ必要ナルニ省ミ

テ遺憾ニシテ,人 々ニ乳癌腫瘍ヲ感知セバ直チニ

 診 ヲ乞ハシムル方法ヲ講ズベキナリ.而 シテ乳癌
 

 手術成績ハ益々良好 トナリユクモ ノナラン ト信

 ズ.

         第8表
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  7. 局所症状

 イ. 乳房ニ於ケル腫瘍 ノ位置

 乳房ニ於ケル腫瘍 ノ位置ヲ定ムルタメ便宜上乳

嘴ヲ中心 トシテ垂直及ビ水平兩線ヲ假想シ4部 ニ

分ツモノトス.私 ノ55例ニ 就テ分類スルニ第9

表 ノ如シ.

       第9表

 最 モ多 キハ上 外側 部 ニ シテ22例(40%)ナ リ.

而 シテ諸家 ノ統 計 モ一 致 シテ上 外側部ニ 最多數 ニ

シテ殆 ド例 外 ナシ.然 ル ニ乳腺 良性 腫瘍ニ 於 テハ

諸 家ノ 統計 多 クハ上 外側 部ニ 最多數 トス ル モ,

Finstererハ 上内 側部ニ 多 シ ト云 ヘ リ.

 私 モ12例 ノ乳腺 繊維腺 腫 ニ就 テ 見ル ニ 上 外側

部4例 ニシテ 上内 側部5例 ナ リキ.サ テ55例 ノ

乳 癌ニ 於テ次 デ 多 キ部 位 ハ 上内側 部 ニシ テ11例

(20%),ツ ヅイ テ上方 部 ノ8例(14.5%)ナ リキ.

腫 瘍 ガ乳房全 體ニ 亙 リタル モ ノ6例 ア リ.最 後 ニ

一言 スベ キハ乳癌 發生 部位 ノ上外側部ニ 多キ事 實

ハ癌轉 移 ト關係 ア リ.即 チ乳腺 ノ外側 及 ビ中央 部

ヨ リ出ル淋巴 腺 ハ腋窩 腺 ニ注 ギ,從 ツテ癌轉 移 ノ

腋 窩腺ニ 多 キ コ ト自ラ明白 ナ ラ ン.

 ロ. 腫 瘍 ノ大 イサ

 第10表ニ 示 ス如 ク鷄 卵 大及 ビ 小兒 拳大 ノモ ノ

大 多數 ヲ占 ム.而 シテ 指頭大 ノモ ノ僅ニ6例ニ 過

ギザル コ トヨ リ考 フレバ乳癌 ガ最 初 ハ放置 サ レ易

キ カ,又ハ 氣 付 カ レザ ル ニヨ ルベ シ.尚 ホ癌腫 ノ

性 質 ニ ヨ リ其 ノ進 行 ノ程度ニ 甚 シキ差 異 ア リ.例

ヘ バ分化 程度低 キ單純癌 ノ如 キハ甚 ダ進行 速 ニシ

テ短 時日 ノ間ニ 大 ナル腫 瘍 ヲ形成 スルニ 反 シ,ア

ル種 ノ膠樣 癌(Gallertkrebs)ノ如 キハ 恰 モ良 性 腫

瘍 ノ如 キ經 過 ヲ ト リ進行著 シ ク緩慢 ナ リ.而 シテ

乳癌 中最 モ 多キハ後 述ス ル 如 ク分 化低 キ 充實 癌

(Carzinoma solidum)ナ ル ニ ヨ リ,出 來 ル限 リ

早 期ニ 癌腫 ヲ發 見 シ手術 ヲ加フ ル ハ我 々 ノ責 務 ナ

リ.

       第10表

 ハ. 疼痛及ビ不快感

 來院時ニ於ケル患者 ノ疼痛ノ有無ハ第11表 ノ

如シ.

       第11表

 而 シテ乳房腫瘍ニ 氣 付 キテ6箇 月以 内ニ 起 リシ

モ ノハ6例(11.0%)ニ シテ 自發痛 ヲ訴フ ル 者 ハ殆

ドナ ク壓 痛 ノ ミヲ訴フ ル者多 シ.次ニ6箇月 乃 至

14年 以内ニ疼 痛 ヲ訴 フル者 ハ11例(20%)ニ シテ

殆 ド自發 痛 ヲ訴 フル 者 ナ リ.此 ノ如 ク乳癌 ノ初 期

ニ於 テ ハ自 ラ疼 痛 ヲ意識 スル コ トナ ク,單 ニ乳 房

中 ノ硬 靭ナル 腫瘍 トシテ感知 スル 場合 多 シ.

 ニ. 皮膚 及 ビ下層 トノ癒着,發 赤潰瘍 ノ有無

 乳癌 ハ 外ニ 向 ツテハ皮膚ニ,内 ニ向 ツテ ハ大 胸

筋 更ニ 肋骨,肋 膜,肺 等ニ浸 潤 スルモ ノニシテ皮

膚 トハ最初ニ 癒 着 ヲナ シ,下層 トノ癒着 ハ後 ル ル

ヲ常 トス.Oldekopニ ヨ レバ乳 癌 ハ 發 生後平 均

7.7箇月 ノ間 ハ 皮膚ト癒 着 ナ ク,11.4箇月 ノ後 ニ
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ハ既ニ 皮膚 ト癒 着 シ,更ニ26.1箇 月 ノ後 ニハ潰 瘍

ヲ形成 スルモ ハニシテ,換 言 ス レバ平 均7-11箇

月ニ シテ 皮膚ト 癒 着 ヲナ シ,14-26箇 月 ニ シテ潰

瘍 ヲ作ル トイフ.然 レ ドモ潰 瘍 形成 ハ癌 腫 ノ性質

ニ ョ リ左 右サ ルル コ ト多 ク,癌 進 行速 ナルモ ノ程

潰瘍 ヲ作ル コ ト早キハ容 易ニ 思 考 サル ル トコロナ

リ.

       第12表

 第12表ニ 示 ス如 ク私 ノ場 合ニ 於 テ モ36例(65.4

%)ハ 皮 膚 ト癒着 ヲナ シ,16例(29%)ニ 於テ 下層

トハ癒着 ヲ有 シタ リキ.尚 ホ皮膚ニ 發赤 ヲ有 スル

モ ノ14例,潰 瘍 ヲ作 ル モ ノ ハ5例 ナ リ.潰 瘍 ノ

形ニ 於 テハ乳癌 ノ型 ニ ヨ リテ 異 リ,細 胞 ニ冨 メル

髓樣(Medullar)ノ モ ノニア リテハ 噴 火口樣 邊縁

堀鑿 性 ノ潰瘍 ヲ作 リ,細 胞ニ 乏 シキ硬樣 ノモ ノニ

ア リテハ 淺 キ邊縁 ガ瘢痕 性ニ 引 キ寄セ ラルル如 キ

潰瘍 ヲ作 ル.

 ホ. 病 的排泄 物,嚢 腫,出 血竈 ノ有 無

       第13表

 病 的排 泄物ニ 就 テハ第13表 ノ如 クナル モ,特 ニ

乳 癌 ト密 接 ナル關係 ヲ有 ス ル ハ 血 液排 泄 ナ リ.

Grossニ ヨ レバ9%ニ乳 癌 ノ際 ノ出血乳 房 ヲ報 告

シ,Deavesハ200例 ノ 乳癌中 乳癌 初 期徴 候 トシ

テ2例(1%),乳 癌經過 中ニ 於 テ6例(3%)ニ ソレ ゾ

レ出血 乳房 ヲ見 タ リ トイフ.然 レ ドモ出 血 乳房 ハ

必 シ モ乳癌ニ 限 ヲル ル モ ノニ非 ズ シテ,ム シ ロ乳

嘴 腫(Papillom),肉 腫,慢 性 乳腺症(Mastopa-

thia chronica)等 ノ一症 候 トシテヨリ 多 ク見 ヲル

ルナ リ.而 シテ出 血乳房 ハ必 シモ乳 癌 ノ前驅症 状

トシテ恐 ルル ニ足 ラザ ルベ シ.次ニ 病的 排泄 物 ノ

原因ニ 就 テハ略ボ 定説 ア リ.即 チ乳腺 退行變 性 ノ

結 果生 ジ タル嚢 腫 ガ大 ナル排泄 管ト 交 通 スル時 ニ

起ル モ ノナ リ.

 次ニ 著明 ナル 嚢腫 ヲ證 明 セル モ ノハ5例(9.1%)

ニ證明 セ リ.4ハ 血 液 ヲ充 シ1ハ 寒 天樣 物 質 ヲ充

セ リ.

  III. 組 織 的 所 見 及 ビ其 ノ特 異 性

 前 述 セル如 ク,乳 癌 ノ組 織的所 見ニ 就 テ ハ甚 ダ

異論 多 クシテ,諸 家 ノ分類 一樣 ナ ラズ.從 來 最 モ

廣 ク行 ハ レタル分 類 ヲ述 ブ レバ,

 1. 硬性癌(Skirrhus)

 2. 髓 性 癌(Medullarkrebs)

 3. 單 純 癌(Carcinoma simplex)

 4. 腺 癌(Adenokarzinom)

 5,  膠樣 癌(Gallcrtkrbs)

 a. 扁平 上 皮癌(Plattencpithclkrehs)

ノ如 シ.

 然 レ ドモ同 ジ ク癌細 胞 ニ シテモ大 小 不同 ア リ.

或 ハ形状 ノ異同 ア リ.又 同 ジ ク腺癌 ニシテ モ結締

織ニ 富 メル硬 性部 ア リ,又 ハ結 締織ニ 乏 シキ髓 性

部 ア リ,更ニ 又 膠樣 癌ニ 於テ 見ル モ硬 性 ナル部 モ

ア リウル ナ リ.從 ツテ敍 上 ノ如 キ一 方 的見解ニ ヨ

ル 分類 ハ必 シモ妥當 ナ ラズ.

 コ コニ於 テSalomon, Dietrich, Fischer等 ハ

乳癌 組織 ノ分 化程度,間 質 ノ状態,周圍 組織ニ 對

スル關 係,更ニ 附屬 的 形態等 ヲ考慮 シテ 詳細 ナル

分類 ヲ試 ミタ リ.而 シテ私 ハ最 モ新 シ キ分類ト 信

ズルSchultz-braunノ記 載 セル モ ノヲ述ブ レバ 次

ノ如 シ.
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 1. 主型(Hauptform)

  A. 下級組 織癌(C. niederer Gewebsreife)

  a) 充實 癌(C. solidum)

  b) 瀰 漫癌(C. diffusum)

  B. 上 級組 織癌(C. hoherer Gewebsreife)

  a) 腺癌(C. tubulare)

  b) 節状癌(C. cribrosum)

  c) 基底 細胞 癌(Basalzellenkrebs)

  d) 扁平 上皮 細胞癌(Plattenepithelkrebs)

  e) 膠樣 癌(Gallertkrebs)

   f) 乳嘴 状嚢 状癌(Cystocarzinoma papi-

    llare)

 2. 副 型(Nebenform)

  a) 外被 細胞性 癌(peritheliomatoses C.)

  b) 砂瘤 性癌(Psammoses C.)

  c) 乳 管癌(Milchgungs carcinom)

  d) 腺樣 表皮 癌(Adenokaneroid)

 依 テ之 等ニ 就 テ解説 シ,私 ノ檢査 セル モ ノガ如

何 ナル種 類ニ屬 スル カ ヲ考 察 セ ン ト欲 ス.

 1. 主 型

  A. 下級 組織 癌

  a) 充實 癌

 充實 癌 ハ上 皮細胞 ノ結 合巣 又 ハ結合 索 ヲ作 ル.

而 シテ細 胞 ノ大小 及ビ 形状 ハ其ノ 細胞 ノ形 成能 力

ニ ヨ リ,又 ハ周圍 ノ状 況ニヨ リ支配 サ レ種 々ナル

像 ヲ呈 ス.間 質 モ コレ ニ冨 メル モ ノ ト.乏 シ キモ

ノ トア リ.前 者 ハ所謂 硬性癌(Skirrhus)ノ 像 ヲ呈

シ,癌 細 砲ハ コノ豐 富 ナル結 締組 織 ノ影響 ヲ受 ケ

細 小ナル細 胞索 ヲ作リ,形状 概 シテ小 ナ リ.後 者

ハ所 謂髓 性癌(Medullarkrebs)ノ 像 ヲ呈 シ,癌 細

胞 ハ大 ナル細 胞巣 ヲ作 リ,形状 又區 々 トシテ核分

裂像 ヲ表 ハセ ルモ ノア リ.然 レ ドモ人 ニ ヨリテ充

實癌 ノ多 クノモ ノ ヲ單純 癌(C. simplex)ト稱 シ,

特ニ 結 締織 ノ豐富 ナル場 合Skirrhusト稱 シ,特 ニ

實質ニ富 メル場 合 ヲMedullarkrebsト稱 ス.而 シ

テコ コニSkirrhusト イヒ,Medullarkrebsト イ

フハ單 ニ形 態 上 ノ名稱 ニ シテ組 織 發生學 的(histo-

genetisch)ノ 名稱ニ非 ザル コ トハ注意 ヲ要 ス.只

C. simplexハhistogenetischノ 名稱 トシテ諸 家

ノ認容 スル トコロナ リ.充 實癌 ハ乳癌 中最 モ多 數

ニ シテMac. Farlandニ ヨレバ乳癌 ノ65%ヲ 占ム

トイフ.充實 癌 ノ臨 牀的 ノ特 徴 トシテ ハ早 期ニ 轉

移 ヲ起 スモ ノニ シテ,コ ノ點ニ 就 キ硬性 癌 ト髓性

癌 ノ何 レニ著 シ キヤハ人ニ ヨ リ異論 ア リ.

   b) 瀰漫 癌

 瀰漫 癌 ハ細胞 ノ甚 シ キ不同多 形 ナル コ トヲ特徴

トシ,周圍 ニ向 ツテ瀰 漫的浸 潤 ヲナ ス.癌 細 胞 ハ

非 常ニ 小 ニシテ屡 々巨 大 細胞 ヲ混 ズ.高 度 ナル浸

潤ニ 於 テハ 甚 シキ圓 形細 胞浸 潤 ヲ見,コ レハ時 々

圓 形細 胞肉 腫 ト混同 サ レル コ トア リ トイ フ.瀰 漫

癌 ノ特 徴 トシテ 殆 ド常ニ 若 年 ノ既 婚婦 特ニ 妊婦,

哺 乳 ノ時期ニ 現 レル トイ フ.臨 牀的ニ 甚 ダ惡 性 ナ

ル モ ノ ト認 メラ レ,早 期 ニ惡液 質 ニ陷 リ,タ トヘ

除去 スル モ再 發 ハ免 レザル トコロナ リトイ フ.

  B. 上級 組織 癌

   a) 腺 癌

 腺癌 ハ骰 子圓〓 形又 ハ扁 平 ナル單層 細 胞上 皮 ヨ

リナル腺 管 ヲ形成 ス.而 シテ尚 ホ周 邊部ニ 於 テハ

充 實性 ノ一見 硬性 癌 ノ所 見 ヲ表 ハ スコ トア リ.然

レ ドモ結 締織 組成ニ關 シテハ充實 性 硬性癌 ト腺癌

トノ間 ニ區 別ア リテ,前 者 ハ結 締織 ノ膨 脹 ニ ヨ リ,

後 者ハ 虞 ノ結 締織新 成 ニ ヨル モ ノナ リトイ フ.腺

癌 ノ組織 的所 見 ハ必 シモ一樣 ナ ラズ.即 チ一 見 シ

テ著 明 ナル腺腔 ヲ表 ハ スモ ノア リ,又 腺腔 ガ甚 ダ

細 隙不鮮 明 ニ シテ 充 實癌 ト區 別困 難 ナ ル 場合 ア

リ.サ レバ腺 癌 ノ頻度ニ關 シテ ハ諸 家 ニ ヨ リ甚 シ

ク巽リ,Pack及ビWhitheハ41%, Mac. Farland

ハ6%,Salomonハ9%,横 山ハ42%ノ 如 シ.臨

牀的ニ 腺癌 ノ豫後 ハ前 者(A)ニ 比 シテ良 好 ナル モ

ノナ リ.蓋 シ細 胞文 化 ガ前者ニ 比 シ進ミ タルニ ヨ
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ル ナルベ シ.

   b) 筋 状癌

 筋状癌 ナ ル 特 殊型ニ 就 テ 始 メ テ記 載 セ ル ハ

Deibet等 ナ リ.コ ノ型 ノ特 徴 トシテ ハ 厚 キ 上 皮

索中ニ 於 テ筋状 ニ多數 ノ小腺樣 腔 ヲ見 ル.コ ノ空

洞中 ニハ通 常Muzikarminニ テ赤染 スル 分泌 液

ヲ充 スモ ノナ リ.節状 癌 ハ最 モ屡 々乳腺ニ 表ハ レ

其 ノ他時 トシ甲 状腺 及 ビ皮膚ニ 表 レル コ トア リ ト

イ フ.

   c) 基 底 細胞 癌

 乳腺ニ 於 テ モ皮膚,粘 膜,唾 液腺,腸 ニ見 ラル

ル 如 キ基底 細胞 癌 ノ發生 スル コ トア リ.基 底 細胞

ハ 通常 圓〓状 ヲナ シ,扁 平上皮 ト異 リテ棘(Sta.

chel)ヲ 有 セズ.基 底 細胞 ノ病的 増殖 ニ ヨ リテ形

成 サル ル腫瘍 ニハ良性 腫瘍所 謂 基底細 胞腫(Basa-

Hion)ト惡 性 腫瘍 即 チ基底細 胞癌 トア リ.兩 者 ノ

組 織的所 見 ノ差 異ハ甚 ダ明 確 ヲ缺 ク コ ト少 カ ラ

ズ,コ ノ點ニ關 スル諸 家 ノ見 解 モ亦甚 ダ 不鮮明 ナ

ル コ ト多 シ.臨牀 的 ニ見ル ニ前者 ハ良性 腫 瘍 ノ特

徴 トシテ長 年ニ 亙 リテ細 胞滲 潤又 ハ組織壞 死 ヲ起

ス コ トナ ク限局 性 ニ存在 スル ニ反 シ,後 者 ハ比較

的 早 ク増大 シ.癌 滲 潤 及ビ 組織壞 死 ヲ起 スモ ノナ

リ.又 充實癌 等 ト異 リ,周圍ニ 向 ツテ一樣ニ 膨脹

的(expansiv)ニ 増殖 スルコ ト多 シ,從 ツテ其 ノ

高度 ナル場合 ハ 乳房 ハ全 ク腫瘤 化 スル モ ノナ リ.

   d) 扁平 上皮 癌

 乳 房 深部ニ 於 テ皮膚 ト無關 係ニ 重疊 セ ル扁 平上

皮 ヲ證 明 スル コ トア リ.肉 眼的 ニハ扁 平上 皮癌 ハ

比較 的大 ナル 判然區 劃 サ レタル 結 節 ト シ テ 見 ラ

ル.扁平 上皮 癌 ハ甚 ダ稀 ナ ル モ ノニ シ テMac.

Farlandニ ヨレバ 全 乳腺 腫瘍 ノ0.7%ニ 於 テ見 ラ

ル ト稱 ス.扁 平上 皮 ノ由來ニ 關 シ テ2説 ア リ.

Orch等 ハ 扁平上 皮 ノ深 部迷 入-ヨ ル モ ノ ト説キ,

Deaver u. Mac. Farlandハ 乳癌 細 胞 ノ扁平上 皮

變生ニ 原 因 ヲ求 メタ リ.

   e) 膠樣 癌

 通 常 膠樣 癌 ト云フ ハ,肉 眼 的ニ モ證明 出來得 ル

如 キ高 度 ナル粘 液形 成 ヲ見ル モ ハヲイ フ.而 シテ

粘 液像 ハ必 シ モ膠樣 癌ニ 限ラ ルル モ ノニ非 ズ,篩

状癌,腺癌 等 ニモ 亦 少量 ナ ガ ラ表 ハル ル モ ノナ リ

トイ フ.粘 液 ハ細 胞内ニ 生 ズルコ トモ,亦 細胞 外

特ニ 腺 管 内若 シクハ細 胞索 ノ周圍ニ 表 レ,乳 腺癌

ニ於 テハ後 者 ガ多數 ヲ占 ム.膠樣 癌 ハ通 常周圍 ニ

向 ツテ浸潤 性 ニ乏 シ ク,ム シ ロ比 較 的厚 キ結 締組

織層 ニ ヨ リ圍繞 セ ラルル ヲ普 通 トス.膠樣 癌 ハ殆

ド常ニ 高度 ノ萎 縮現 象 ヲ表 シ特 ニ コレハ 上皮ニ 於

テ著 シ.即 チ上皮ハ 漸 次退 化 シ脂 肪變 生若 シ クハ

壞 死ニ 落入 リ,或 ハ消失 シ,或 ハ小塊 トナ ツテ粘

液中ニ 存 ス.尚 ホ粘液 ノ石 灰化 ガ行 ハ レ,所 々 ニ

出血 竈 ガ見 ラル.次ニ 結 締 組織ニ 於 テ モ亦 退行現

象 ガ起リ核 染 色性 ノ消 失及 ビ結 締織 繊維 ノ溶解 ガ

起ル コ トア リ.膠樣 癌 ノ頻 度ハ諸 家 ニ ヨ リテ異 リ

0.3-3.0%ノ間 ヲ 往 來 ス.而 シテ平 均 年齡 ハ

Cheatleノ 如 ク50歳 トナ スモ ノア リ.又 ハSpan-

genthalノ 如 ク65歳 トナ ス人 アリ.即 チ一 般ニ 膠

樣 癌 ハ他 ノ型 ノ癌ニ 比 シテ高齡 者ニ 多 キ モ ノノ如

シ.膠樣 癌 ハ通 常周圍 ガ結締 組織 ヲ以 テ圍繞 セ ラ

レ周圍 ヨ リ判然 ト區劃 セラルル ヲ以 テ屡 々良性 腫

瘍 ノ如 ク見エ,其 ノ進 行 程度甚 ダ遲々 トシテ普 通

乳 癌 ヨ リ稍 々異 ナル モ ノナ リ.從 ツテ淋巴 腺轉 移

モ後ルル モ ノナ リ.

   f) 乳嘴状 嚢樣 癌

 腺 管 ガ乳嘴 状増 大 ヲ營 ム コ トハ屡 々ア リ.而 シ

テ若 シ腺 管周圍ニ浸 潤 性増 殖 ナキ場 合ニ 於 テハ單

純 ナル乳嘴 腫 ト稱 スベ キ ナ リ.然 レ ドモ乳嘴 腫 ガ

乳癌ニ 變 ズル コ トハ屡 々報 告サ レタル トコロ ニシ

テ若 夫 シ レ上皮 ノ浸 潤 ガ多 少 トモ表 ハル レバ乳癌

ト決定 スベ キ ナ リ.

 2.副 型

                   250
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 前述セル乳癌 ノ主型 ト並ンデ他 ノ種々ナル特徴

ヲ具備セル乳癌型ガ報告セラレタリ.即 チ

 1) 細胞 ノ特殊ノ配列ヲ有スル外被細胞癌

 2) 特殊 ノ沈着物ヲ有スル砂瘤性癌

 3) 特殊 ノ發育ヲナス乳管癌

 4) 特殊 ノ分化ヲ有スル腺樣上皮癌等ナリ

 而シテ之等ノ特殊型ガ果 シテ附屬的所見ナ リ

ヤ.將 又獨立的所見ナリヤハ疑問ナリ.サ テ以上

ノ所見ノ中特ニ興味アリ,意 義深キ乳管癌ニ就テ

述ベント欲ス.

 乳管癌:

 乳管癌 トシテ認メラレル爲ニハ第1ニ 乳癌細胞

ノ管内性増殖ヲ營ムコト,第2ニ 支持組織ニ向ツ

テ浸潤性増殖 ヲナスコトヲ必要トス.然 レドモ癌

浸潤ガ乳管上皮 ノ一次性癌ニ屬スベキヤ又ハ他ニ

癌組織アリ,コ レヨリ二次的ニ腺上皮ニ波及セシ

モノナリヤハ決定シ難シ.更ニ 尚ホ管内性増殖 ノ

ミニテ周圍組織ニ向ツテ癌浸潤ガ證明シ難ク,又

淋巴腺轉移モ證明シ難キ時ニ果シテ一次性癌ガ存

在スルモノナリヤハ遽ニ判斷 シ得ザルベシ.腺 上

皮ハ多角中等大ノ細胞ニシテ充實癌細胞ヨリモ規

則的ナル所見ヲ呈ス.管 内性増殖ヲ營メル細胞内

ニ於テハ中心性壞死ヲ來スロトアリ.而 シテ壞死

部ハ脂肪粒,石灰粒,死 滅細胞,血 球等ヲ以テ充サ

ルルモノナリ.カ カル腺管ノ増殖 ト相俟 ツテ周圍

ノ結締織層ニ於テモ浸潤性増殖ガ行ハレ,充 實癌

ノ如キ所見 ヲ呈スルコトアリ.淋 巴腺轉移モ屡々

見ラルル所ニシテ乳管外浸潤 ノ著明ナラザル時期

ニ於テ既ニ淋巴腺轉移ヲ見ルロトアリトイフ.

 自家症例 ノ組織的所見:

 サテ最後ニ私ハ組織的所見ヲ究メタル47例 ニ

就テ報告セントス.

 第14表 ニ示ス如ク最モ多 キハ分化低級ナル

C. simplexニ シテ70.1%ヲ 占ム.而 シテ此中 ニ

ハ癌細胞巣ト結締組織 トガ略ボ平等ニ混在セル所

第14表

謂狹義 ノeigentliches C. simplex (42.5%)ア リ.

又甚 ダ小 ナル 癌細 胞 ト結締織 トガ細 密 ニ混 合 シ,

圓 形細胞 滲潤 ヲ著 明ニ 見ルC. diffusumノ 所見 ヲ

呈 スルモ ノア リ.一 見 肉腫 ニ似 タル像 ヲ表 ハ シ甚

ダ進 行速ニ シ テ早期ニ轉 移 ヲ起 シ惡 性 ナル 經過 ヲ

トル モ ノナ リ,私 ハ12.8%ニ 於テコ レ ヲ見 タ リ.

 次 ニ細胞巣 ガ 大 胞巣状 ヲ呈 シ 所謂 大 胞巣 状癌

(Grossalveolares Karzinom)又 ハ髓樣 癌(Carci-

noma medullare)ノ 所見 ヲ見 ル モ ノア リ.余 ハ コ

レ ヲ2例ニ 於テ 見 タル ガ腫瘍 ノ硬度 ハ硬固 又 ハ硬

靭 ナ リキ.サ レ ド2例 ハ總 テ進 行速 ニシテ惡 性 ナ

ル經 過 ヲ トリタル モ ノナ リ.

 次 ニ結締 組織ニ 富 ミ所謂Skirrhusノ 所 見 ヲ呈

スル モ ノア リ.5例(10.6%)ニ 於 テ コ レヲ見前3者

ニ比 シテ進行 稍 々遲 キモ ノナ リ.尚 ホC. simplex

ノ中 ニモ腺管 類 似像 ヲ呈 シテ稍 々分 化 ノ進 歩 ヲ示

スモ ノア リテ,進 行遲 ク稍 々艮性 ノ經 過 ヲ トル モ

ノ ヲ見 タ リ.

 AdenokarzinomハC. simplexニ 次デ 多 ク

19.2%ニ コレ ヲ見 タ リ.Adenokarzinomノ 頻 度

ハ人 ニ ヨ リテ甚 シ ク異 ルハ前 述 セル トコロ ナ リ.

 次ニ 乳癌 型 ト豫 後 トノ關係ニ就 テ 見 ル一 第15

表 ノ如 シ.

 即 チ3年 以上 再發 ヲ 見 ザル モ ノハAdenokarz

inom, Gallertkrebs等 高 級組織 癌ニ 多 ク,再 發 ヲ

起 セル モ ノハC. simplexニ 最 モ多 シ.而 シテC
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第15表 simplexノ中3年以 上永 久治癒 例 ヲ 見 タルハ 殆 ド

結締 織ニ富ミ タルSkirrhus及 ビ腺管 類 似像 ヲ有

スル モ ノナ リキ.

以 上 ノ如 ク乳 癌 ノ組織 的 所見 ト其 ノ豫 後 トハ密

接 ナル 關係 ヲ有 スル コ トハ明 カ ニシテ分 化程 度低

ク進 行速 ナルC.simplexガ70.1%ト イ フ高率 ヲ

占 ムル コ トヲ考 フレバ 乳癌 ノ早 期手 術 ノ益 々必要

ナル コ トヲ痛感 スル モ ノナ リ.

Fig.1 Fig.2

Fig.3 Fig.4
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Fig. 5 Fig.6

Fig.7 Fig.8

IV. 乳癌ト轉移

イ.乳 癌進行ノ道程及ビ要約

乳癌進行ニ關シテハ乳癌自體ノ量的増加ヲ先ヅ

考ヘザルベカラズ.然 ルニ乳腺組織ハ正常若シク

ハ病的現象ノタメ異常ニ硬化シ新生セル結締織ア

リ,更ニ 加 フルニ 強大ナ ル 脂肪體 ヲ作 ル ガ爲ニ 癌

組織 ハ甚 シキ壓 迫 ヲ蒙 ム リテ勢 ヒ淋 巴系統,血 管

系統 及 ビ乳 腺管 系統 等 ノ間隙 組織ニ 向 ツテ進展 ス

ルヲ餘儀ナ クセシ メラル モ ノナ リ.血 管 系特ニ靜

脉内ニ 癌細 胞 ノ發生 スル コ トハ屡々報 告 サ レ タル
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所 ナ リ.動 脉 系ニ 於 テ モ時 トシテ毛細 血管,小 動

脉壁ニ癌 浸 潤 ヲ起 ス コ トア リ トイ フ.乳 腺 管内 浸

潤ニ 就 テハ乳 管癌 ノ條 ニ於 テ既ニ 述ベ タル トコロ

ナ リ.凡 ソ癌 進行ニ 關 シテハ遲 速,廣狹 ア リ.癌

組織 ノ惡性 度 及 ビ組 織 ノ抵抗 低下 モ其 ノ原 因 ノ一

部 ト稱スベ キモ,更ニ 大 ナル 要約 ヲ ナ ス モ ノア

リ.先 ヅ年 齡 ハ重 大 ナル關係 ヲ有 シ,成 書 ヲ見 ル

-55歳 ヲ過 グ レバ 癌 進行 ハ甚 ダ遲 々タル モ,40

歳以 前ニ 於テ ハ其 ノ進 行甚 ダ速 ナ リ トイ フ.余 ノ

例ニ 於 テモ亦 同樣 ノ關係 存 シ タ リキ.次ニ 妊娠 哺

乳 ハ乳癌進 行ニ 大 ナル關 係 ア リ ト認 メラル.外 傷

モ亦 進行 ヲ速 メル モ ノニシテ,特 ニ不充分 ナル手

術 ノタ メニ殘 存 セル癌 組織 ガ急激ニ増 大 スル コ ト

ハ 廣 ク人 ノ知ル トコロナ リ.

 ロ. 乳腺 内進展

 乳腺 内ニ 於 ケル癌進 行 ハ主 トシテ淋巴 道 ヲ以 テ

行 ハ レ,血 管系 ニ ヨルコ トハ稀 ナ リ トサ ル.癌 腫

ノ上部 ノ皮膚 ハ前述 セル如 ク早 ク腫瘍ト 癒着 ヲナ

シ,更ニ 表 皮 ヲ破壞 スル ニ至 レ バ潰 瘍 ヲ作 ル モ ノ

ナ リ.皮 膚 ノ中ニ 於 ケル癌進行 ノ方 法 ハ2樣ニ 行

ハ レ,皮 膚 中ニ 於テ 限局 セル結 節形 成 ヲ見 ル場合

ト,皮 膚中 各層 ニ ワタ リテ癌 浸 潤 ノ行ハ ルル場 合

トア リ.後 者 ノ場 合ニ 於テ ハ,

  1) 表皮 内進展

  2) 表 皮 下進展

  3) 深 部 淋巴道 進展

ハ3樣 ノ進 行 ヲ見 ル モ ノナ リ.特ニ 臨 牀的ニ 且 又

病 理 學的ニ 興 味 アルハ,乳嘴 周圍 ノ皮膚 内ニ 癌 進

行 ヲ見ル場 合 ニシテ,コ レ1874年Pagetニ 記 載

サ レ タル モ ノナ リ.組 織 的ニ檢 討 スル ニ表 皮内 ノ

扁 平 細胞中ニ所 謂Pagetzellenト稱 セ ラル ル特 異

ノ細 胞 ヲ見ル モ ノナリ.コ ノPagetzellenハ 大 圓

形 ノ明瞭 ナル區 劃 ヲ有 スル細 胞 ニ ニシテ,原 形 質

ハ透 明,核 ハ不正,色 素ニ富 ム ヲ以 テ特徴 トス.

Pagetzellenノ 意義 ニ關 シテハ 種 々ナル論 ア リテ

或 ハ上 皮 ノ退行 現象 ニ ヨルモ ノ トシ,或 ハPaget-

zellenハ 癌細 胞 ガ表 皮中ニ 迷 入セ ル モ ノ ニシテ癌

浸潤 ノ初 期 ナ リ ト説 ク.

 ハ. 近 隣 淋巴腺 内進 行

 乳腺 ノ外側 及 ビ中 央部 ヨ リ出ル 淋巴 管ハ 腋窩 腺

ニ注 ギ,而 シテ 乳癌 ハ最 モ多 ク此部ニ 發生 スル ヲ

以 テ乳癌轉 移 ノ腋窩腺 ニ最 モ多 キ コ ト自 ラ明 白ナ

ラ ン.サ レ ド乳 腺内側 及 ビ深部 淋 巴腺 ヨ リ出ル 淋

巴道 ハ 他 ノ道 ヲ トル コ トア リ.タ トヘ バ鎖 骨窩 淋

巴 腺 ニ至ル コ トア リ,又 ハ乳 房 下 ノ淋 巴道 ヲヘ テ

肋 膜,更 ニ進 ンデ縦 隔膜ニ 至 ル モ ノア リ,又 ハ 兩

側 乳腺 ヲ結ブ 淋 巴道 ヲ經 テ他 側 ノ乳 腺若 シ クハ 腋

窩ニ 至 ル モ ル ヲ見 ル.腋 窩乳 癌轉 移 ハDeaver u.

Mac. Farlandニヨレ バ乳癌 ヲ觸知 シテヨリ13箇

月 以内 ニハ 殆 ド起 ル モ ノナ リ トイ フ.サ レ ド乳癌

腫 ヲ觸 知 セザル ニ既ニ 腋 窩腺轉 移 ノ見 ラ レタル場

合 ア リ トイ フ.腋 窩 ニ オ ケル癌轉 移 ガ進 行 ス レバ

淋 巴腺 ハ互 ニ癒着 シPaketeヲ 作 ル ニ 至 リ,更 ニ

進 メバ血管 束 ト癒着 シ,甚 シ キハ血管 壁 ヲ犯 シ出

血 ヲ起 スコ トア リ.腋 窩淋 巴 腺轉 移ヨリ 更ニ 進 マ

バ通常鎖 骨 窩 淋巴腺轉 移 ヲ起 ス.而 シテ 特 ニ乳 癌

ガ乳房 内側ニ 生 ズル 場合 ニハ 先 ヅ此 部ニ 起 ル コ ト

ア リ トイ フ.

 Steinthalハ 乳 癌 ヲ進 行程 度 ヨ リ3度ニ 分 チ,第

1度 ハ腫 瘍 ハ梅實 大 ニ シテ 皮膚 ト癒着 ナ ク,且 肉

眼的ニ 腋 窩腺轉 移 ノ見 ラ レザル 場 合 ナ リ.第2度

トハ腫瘍 ハ既ニ 皮 膚 ト癒着 シ,且 腋窩腺轉 移 ガ明

白ニ 認 メラル ル時 ナ リ.第3度ニ 於テ ハ腫 瘍 ハ甚

シ ク大 トナ リ下層 トモ癒着 シ通 常鎖 骨窩 淋 巴腺轉

移 ノ見 ラルル 場合 ナ リ.

 私ハ55例ニ 就 テSteinthalノ 分 類 ヲ行 フニ第

16表 ノ如 クニシテ,即 チ腋 窩淋 巴腺轉 移 ヲ起 セル

第2度 ニ於テ63.6%ニ シテ 大 多數 ヲ占 メ,第3度

ハ コレニ次 ギ第1度 ハ最 モ少 シ.

                   254
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第16表

 ニ. 一 般器 官内進 行

 乳癌 ハ他 ノ臟器ニ 於 ケル癌 ト同 ジ ク,他 ノ種 々

ナル器 官内 ニ轉 移 ヲ起 スモノ ニ シテ,コ ノ際 ハ乳

腺 内進展 ノ場 合ニ 反 シテ,淋 巴 管系 ト同時ニ 血 管

系 モ亦重 大 ナル關 係 ヲ持 ツモ ノナ リ.今 日認 メラ

レルル所 ニ ヨレバ胸壁,肋 膜,心 嚢,縦 隔 膜,肺

等ハ 一般ニ 淋 巴管 系 ニ ヨ リ轉移 ヲ起 シ,コ レニ反

シ遠 隔器 官 タ トヘ バ肝,腦,骨 系統,脾,腎,副 腎

等 ハ概 ネ血管 系統 ニヨル モ ノナ リトセ ラル.然 ラ

バ如 何 ナル器 官ニ 多 キカ ヲ 考 フルニ 第17表ニ 示

ス如 ク多 ク犯 サルル ハ 淋巴腺,骨,肝,肺,肋 膜,

副腎 等 ナ リ.

 自家症 例ニ 於 テ 死後 死體解 剖ニ 附 シ タル ハ1例

ニ過 ギズ シテ病 理解 剖的ニ轉 移 ヲ起 シタ リシ場所

ハ淋 巴腺,肺,肋 膜,心 嚢,副 腎 等ナ リキ.

       第17表

     V. 乳 癌 ノ一般 病 理

 乳癌 ノ乳 腺 ニ及 ボ ス影 響ニ 就 テ 考 フル ニ,癌 周

圍 ノ健全 ナル小 腺管ハ 萎縮 ニ陷 リ,コ レニ反 シ結

締 組織 ハ屡 々増 殖 ヲ見 ル モ ノナ リ.又 圓 形細 胞浸

潤 ヲ見 ル コ トア リ.次ニ 身體ニ 對 スル影 響ニ 關 シ

テ ハ先 ヅ癌發 生 ニ ヨ ツテ起 ル新 陳代謝 障 碍及ビ 毒

物 ノ影響 ヲ考 フル ニ乳癌 患者ニ 甚 ダ特 異 ナル點 ハ

他部 ノ癌 ト異 リ,全 身 状態 ノ犯 サルル コ ト少 キ點

ニシテ,末 期ニ 至 ル マデ榮養 可良 ナル コ ト屡 々ナ

リ.惡 液質ニ 落 入ル コ トモ少 クシテBryantハ15

%ニ 於 テ見タ リト稱 ス.毒 物 反應 トシテ見 ラルル

モ ノハ乳癌 末期ニ 於 テ發 熱 ノ起 ル コ ト屡 々ナ リ.

次ニ 乳癌 ノ身體 各部ニ 與フ ル 影響 ヲ考 フル ニコ レ

ハ主 トシテ癌轉 移 ニ ヨル 影響 ナ リ.腦ニ轉 移 ヲ起

ス時 ハ腦 内壓 昂進 ニ ヨル症 状,缺 落 症状等 ガ見 ラ

レ,又 骨ニ轉 移 ヲ起 サ バ「ロ イマチ ス樣 」疼痛 及 ビ

特 發性 骨折 等 ヲ起 シ,骨體ニ 浸 潤 ヲ起サ バ貧 血 ニ

落 入ル モ ノナ リ.           

   VI. 乳 癌 ノ手 術 後遠 隔 成 績

 イ. 手術後疼 痛 及 ビ運動 障碍 ノ有 無

 疼 痛 及 ビ運 動障 碍 ハ各個 人 ノ主觀 的相違 ア リテ

或 者ハ疼 痛 トシテ感 ゼザル ニ他 ノ人 ハ コレ ヲ疼 痛

トシテ惑 ジ運 動障 碍 ニテ モ又同樣 ナ リ.依 テ乳 癌

手術 後ニ 於 ケル疼 痛 及 ビ運動 障碍ニ關 スル 患者 ノ

主訴 ハ甚 ダ不 確實 ニ シテ只單 ニ次 ノ事項 ヲ推 測セ

シ ムル ニ足 ル ノ ミ.即 チ疼 痛 ハ 手術後 未ダ 再 發ナ

キ時 ハ缺 除 スル ヲ普 通 トス.只寒 冷 ノ際ニ 不快感

乃至 鈍 痛 ヲ訴 フル モ ノ多 シ.シ カ レ ドモ局 部 又 ハ

腋窩 淋巴腺 等ニ 再發 ヲ見 タル モ ノハ神經 痛樣疼 痛

ヲ訴 フル ヲ常 トス.運 動 障碍 アル者 ハ稀 ニシテ再

發 ナ キモ ノニ於 テハ殆 ドコレ ヲ缺 クモ ノナ リ.

 私 ハ55例 ノ患 者ニ 就 テ 患 側上肢運 動 ヲ 結 髪 ノ

可 能 ナ リヤ否 ヤ ニ就 テ調査 セル トコロ9%ニ 於 テ

障 碍 アル者 ヲ認 メタ リ.
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ロ. 年齡 ト豫後 トノ關係及ビ永久治癒率

    第18表(再 發無)

第19表(再 發)

 乳癌 手術 豫後ニ 關 シテハ 他部 ノ癌 ト同 ジ ク年齡

ノ若 キ程 成績惡 シ ク老齡ニ 至ル程 成績 良 キモ ノナ

リ.第18及 ビ第19表 ニ示 ス如 ク20歳 ヨ リ40歳

ニ至ル 間ハ總 テ再 發 ヲ起 シ,60歳 ヨ リ80歳ニ 至

ル間ニ 於 テハ6例 ノ中1例 再 發 ヲ起 シ タル ノ ミナ

リ.再 發 ノ有無ニ關 シテ患 者ニ 間 合 シ タル トコロ

ヲ見 ル ニ第18表ニ 示 ス 如 ク3年 以 上 再 發無 キモ

ノハ囘 答者22名中12名ニ シテ54.5%ヲ 占 ム.然

ル ニ豫後惡 シキ者 ハ間合 セニ接 シテ返 答ナ キ場合

多カルベ キ ハ容 易ニ思 考サ ルル トコロニ シテ,而

シテ實 際 治癒 率 ハ54.5%ヨ リモ低率 ナルベ シ.依

テ今 カ リニ患者 全數(手 術後3年 以 上經 タル者)

32名ニ 對 シ テ3年 以 上永 久 治癒 率 ヲ求 ム レ バ

37.5%ト ナ ル.近 年 諸家 ノ 統 計 ハ 概 ネ40%以 上

ニシテ 手術成績 ハ益 々艮 好 トナ ル傾 向 ア リ.

第20表 手 術 例數3年 以上 再 發 ナ キ モ ノ

 次ニSteinthalノ 分 類 ニ ヨ リテ3年 以 上永 久治

癒 率 ヲ考 フル ニ第20表ニ 示ス 如 ク第1度 ハ 甚 ダ

良好 ナル モ,第3度ニ 於 テ ハ1例 ノ永久 治癒 例 ヲ

モ見ザ リキ.コ レマデ述ペ タル ハ手 術例ニ 就 テナ

ル モ,次ニ 手術 ヲ行 ハ ザ リシ乳癌患 者 ノ平均 壽命

ニ就 テ考 フ ルニLane Claponニ ヨ レ バ3 .6年 ナ

リ.而 シテ早 期ニ 手術 ヲ行 ヒ タ リシ者 ハ非 手 術者

ヨ リ平均10年 長 ク壽命 ヲ保 ツ トイ フ.

 ハ. 光線 療法 ト豫後

 光線 療 法ニ 就 テハ先 ヅ 「レ ン トゲ ン」照 射 ト「ラ

ヂ ウム」 療法 ヲ主 タル モ ノ トス.抑 モ乳 癌ニ對 ス

ル光線 療法 ハ治 療的 照射 ト豫防的 照射 ノ2ツニ 分

ツ.先 ヅ前 者ニ 就 テ言 ハ ンニ癌 組 織 ノ 「レ ン トゲ

ン」照 射 ニ ヨ リテ腫 瘍 ノ縮 小,疼 痛 緩解,潰瘍瘢 痕

性 變化 等 ヲ來 スモ ノナル モ,コ レハ永續 的 ノモ ノ

ニア ラズ シテ他 日再 ビ増惡 ヲ來 スモ ノナ リ.今 日

ニテハ 手術 可能 ナル者,タト ヘ バ第1度,第2度

ノ乳癌 患 者ニ對 スル治 療的效 果ニ 就 テ ハ最 早ヤ省

ミル 人 ナ ク,專 ラ手術 不能 ナル 者ニ 用 ヰル コ ト ト

ナ レ リ.

 然ル ニ後者再 發 豫防的 照射ニ 關 シテ ハ手術 後殘

留 シウル恐 アル癌 細 胞 ヲ顧慮 シテ一般ニ 行 ハ ルル

方 法 ナ リ.而 シテ其 ノ效 果ニ 就 テハ甚 ダ重視 スル

人 トアマ リ重視 セザ ル人 トア リ.然 シ ナガ ラ今 日

ニ於 テ ハ「レン トゲ ン」線ノ少 量 ヲ度 々照射 スル コ

                   256
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 トハ豫 後 ヲ良好ニ スル モ ノ トサル.我 ガ津田 外科

教室ニ 於テハ 手術 後「レ ン トゲン」照射 ヲ行フ ヲ涌

則 トス.思 フニ乳 癌「レ ン トゲン」照 射 ハ手術 可能

ナル第2度及ビ 第2度ニ 於 テ效 果 ア リト信 ズル モ

ノニシテ手術 的操 作 ノ補助 的 手段 トシテ價 値 アル

モ ノナ リ.「 レ ン トゲ ン」照 射ニ 於 テ注 意 スベ キハ

髓伴 現 象 ナ リ.主 ナル障 碍 トシテハ肺 硬化,血 液

像 ノ變 化及ビ 中毒症 状 トシテ「レ ン トゲン」宿醉,

耳 下腺 炎等 ガ見 ラル.コ レラ ヲ豫 防 スル ニハ 「レ

 ン トゲ ン」照射 量 ノ調節 及 ビ 全身 状態 ノ檢査 及 ビ

前處 置ニ 就 テ充 分注 意 ガ拂 ハルベ キ ナ リ.

       VII. 治 療

 乳癌 治療ニ 關 シテ ハ 今 日專 ラ手術的ニ 乳房 切斷

術 及 ビ所屬 淋巴腺 掃 除 ガ行ハ レ居 レ リ.原 則 トシ

テ最 モ治療的效 果大 ナルSteinthal第1度 及ビ 第

2度 ニ就テ行 ハルベ キヤ 論 ヲ俟 タザ ル トコロナ リ.

其 ノ術式ニ 關 シテハ數 多 アリ.而 シテ成 書ニ 文獻

ニ記載 サルル トコロ甚 ダ詳細ニ シテ再 ビココニ 言

及 スル ヲ省略 セ ン.

 我 津 田外科 教室ニ 於 テハ 專 ラRotterノ 術式 ヲ

用 ヰ オレ リ.52例 ハ手 術的ニ處 置 シ3例 ノ手術 不

可能 ナ リシモ ノニハ「 レン トゲ ン」照射 ヲ用ヰ タ

 リ.手 術ニ ヨル直接 死ニ 就 テハ近 來術 式 ノ進歩 ト

相俟 ツテ 甚 ダ僅 少 ナ リ.Czernyハ1.3%,Kuttner

ハ1.1%,我 教室ニ 於 テ ハ1例 ノ直接 死亡 例 モ見

ザ リキ.

       VIII. 總 括

 1. 過 去10箇 年 間 津 田外 科 教 室ニ 於 テ組

織 的 及ビ其 ノ他 ノ所 見 ヨ リ乳 癌 ト決 定シ タ ル

モ ノハ55例 ニシ テ 全 乳 腺 腫 瘍 ノ82.1%ニ 常

ル.

 2. 乳癌患者ハ40歳 ヨ リ49歳 マデ ノ間 ニ

最 モ多 ク49.1%ヲ 占 メ,50歳 代 コ レニ 次 ギ

23.6%ヲ占 ム.若 年者 ハ稀有ニ シテ20歳 代

ニ於テ僅ニ1例 ヲ見タルノ ミナ リ.平 均年齡

ハ50.9歳 ナ リ.最 低年者 ハ28歳,最 高年者

ハ72歳 ナ リキ.

 3. 左右同數 ニ シテ兩側性乳癌 ハ1例 ナリ

キ.

 4. 家族歴ニ 就 テハ患者ハ總テ既婚婦 ニシ

テ無産婦 ハ27.1%,1兒産 婦18.2%ア リテ産

兒數 少キ程乳癌罹患率多 キモノノ如 シ.

 5. 乳癌患者ノ67.0%ハ 哺乳 ノ經驗 ヲ有

シ,遺 傳的關係ハ14.5%ニ 於 テ認 メタ リ.

 6. 既 往症ニ 就 テハ月經正 調ナル者56.3%

既ニ閉 止セル者43.7%ナ リ.次ニ 外傷 ヲ受 ケ

シコ トアル者ハ1名,又良 性腫瘍ヲ 始 メ有 シ

タ リト考ヘ ラルルモノハ5例 アリ.

 7. 腫瘍 發見時ヨリ 手術迄 ノ期間ヲ考 フル

ニ,51%ハ1年 以内ニ來院 セリ.

8. 局所 症状ノ主ナルモノヲ述ブル ニ,

 イ) 腫瘍 ノ位置ハ上外側部最モ多ク40.0%

ヲ占 ム.次 デ多 キハ上内 側部 ノ20.0%ナ リ.

 ロ) 腫 瘍 發見時 ハ疼痛ナキモ,一 定度増大

ス レバ不快感,自 發痛,壓 痛 ヲ訴 フルモノ多

シ.

 ハ) 腫瘍 ノ大 イサハ鷄卵大ノモノ最 モ多數

ニ シテ33.0%ヲ 占 ム.

 ニ) 乳癌 ノ65.4%ハ 既ニ 皮膚 ト癒着 シ29.0

%ハ 下 層 ト癒着 シ,9.1%ハ 潰 瘍ニ陷 リタ リ.

 ホ) 乳 頭 ヨリ血液ヲ溢出セルモノハ3例 ア

リ.其 ノ他 ノ分泌物ヲ溢出 セルモノハ4例 ア

リタ リ.

9. 乳 癌47例ニ 就テ 組織的分類ヲ 試 ム ル

ニ,

 イ) 細胞分化低級ナル單純癌最モ多ク70.1
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%ヲ 占 メ,其 ノ中癌細胞ト結締織 ト略 ボ平等

ニ混在 セル狹義 ノ單純癌 ハ42.5%,小 ナル細

胞ガ彌漫的滲潤ヲ營 メル所謂瀰 漫癌ハ12.8

%,癌 細胞 ガ大胞巣状 ヲ呈スル所謂大胞巣状

髓樣癌 ハ4.3%,結 締 組織ニ 富メル 硬性癌ハ

10.6%ニ 於 テコレヲ見タリ.單 純癌ニ屬 スル

モノハ惡性ナルモ ノ多 ク比較的早期再發ヲ起

スモノナ リ.

 ロ) 次ニ多 キハ腺癌ニシ テ19.2%ヲ 占 メ,

コノ種類ニ屬 スルモノハ豫後概 ネ良好ニシ テ

數年ニ 亙 リテ再發 ヲ見ザルモノ多シ.

 ハ) 細胞 分化進 ミタル膠樣 癌ハ2例(4.3%)

ニシ テ1例 ハ限局性ニシテ轉移 ヲ見ザルニ他

ノ1例 ハ比較的早 ク腋窩腺ニ 大ナ ル轉移ヲ生

ジタリ.

 ニ) 基底細 胞癌ニ屬 スルモノハ1例(2.1%)

ノ ミナリキ.

 10. 乳 癌 手術後遠隔成績ニ 就 テハ

 イ) 年齡 ト豫後 トノ關係ハ老齡ニ 至 ル程

豫後 良好 ニシテ若年者殊ニ30歳 代 以前ニ 於

テハ甚ダ不良ナ リ.

 ロ) 手術後局部 ノ疼痛及ビ運 動障碍 ハ再發

ナキ限 リ通常 コ レヲ缺 クモノニ シテ,只 手術

後數 年 ノ間特ニ 寒冷 ノ際ニ 局部 ノ牽引感不快

感 ヲ訴 フル者 ア リ.

 ハ) 3年 以 上再發無キモノハ囘 答者 ノミニ

就 テ比率ヲ 求ム レバ57.5%ニ シテ囘 答非 囘

答全數 ニ就 キ比率ヲ 求 ムレバ37.5%ト ナ レ

リ.

 ニ) Steinthalノ 分 類ニヨ リ55例 ヲ分 ツニ

第1度(14.6%),第2度(63.6%),第3度

(21.8%)ニシ テ第2度 最 モ多シ.而シ テ豫後

ヲ觀 察 スル ニ第1度ニ 於 テハ甚ダ 良好 ナル

ニ第3度 ニ於テハ1例 ノ永久治癒例モ見ザ リ

キ.

 11. 55例 中3例 ハ非手術例 ニシ テ52例 ハ

乳房切斷術 ヲ行ヘ リ.

 12. 「レントゲン」照射 ハ手術 ノ補助的手段

トシテ價値 アルモ ノ ト信 ズ.

  擱筆スルニ臨ミ恩師津田教授ノ御懇切ナル御

 指導 ト御校閲ヲ深謝シ,竝ニ 組織的所見ニ就テ

 多大ノ御指導ヲ賜ハリシ病理學教室田部教授ニ

 深謝ス.尚 ホ有益ナル御助言 ヲ給リシ清水助教

 授,「レントゲン科」武田助教授及ビ菊澤先生ニ

 深謝ス.
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挿 圖 説 明

Fig. 1. Eigentliches Care. simplex

      三 藤 ○○ 44歳

      Zeiss, Ob. 5. Ok. 7. K.L. 23cm.

      (Hamatoxylin-Eosin重 染 色)

Fig. 2. Skirrhus

      勝 又 ○○ 59歳

      Zeiss, Ob. 5. Ok. 7. K L. 23cm.

      (Kamatoxylin-Eosin重 染 色)

Fig. 3. Carc. diffusum

       a.-Rundzellen infiltration

      伊 達 ○○ 40歳

      Zeiss, Ob. 10. Ok. 7. K.L. 30cm.

      (Hamatoxylin-Eosin重 染 色)

Fig. 4. Carc. medullare s. grossalveolares

      Karzinom

      川 田 ○○ 65歳

      Zeiss, Ob. 10. Ok. 7. K.L. 30cm.

      (Hamatoxylin-Eosin重 染 色)

Fig. 5. Adenokarzinom

     谷 本 ○○ 40歳

     Zeiss, Ob. 5. Ok. 7. K.L. 23cm.

     (Hamatoxylin-Eosin重 染 色)

Fig. 6. Gallertkrcbs

     片 岡 ○○ 40歳

     Zeiss, Ob. 5. Ok. 7. K L.23cm.

     (Hamatoxylin-Eosin重 染色)

Fig. 7. Basalzellenkrebs.

     矢 部 ○○ 62歳

     Zeiss, Ob. 10. Ok. 7. K.L. 30cm.

     (Hamatoxylin-Eosin重 染色)

Fig. 8. Milchgangskrebs

     水 野 ○○ 46歳

     Zeiss, Ob. 10. Ok. 7. K.L. 30cm.

     (Hamatoxylin-Eosin重 染 色)
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